
条

例 

埼
玉
県
営
土
地
改
良
事
業
分
担
金
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

埼
玉
県
条
例
第
二
十
一
号 

 
 

 

埼
玉
県
営
土
地
改
良
事
業
分
担
金
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

埼
玉
県
営
土
地
改
良
事
業
分
担
金
徴
収
条
例
（
昭
和
三
十
年
埼
玉
県
条
例
第
十
三
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 
 

 

埼
玉
県
営
土
地
改
良
事
業
分
担
金
及
び
特
別
徴
収
金
徴
収
条
例 

 

第
一
条
中
「
第
九
十
一
条
」
を
「
第
九
十
一
条
第
一
項
」
に
、「
よ
り
分
担
金
」
を
「
よ
る
分
担

金
並
び
に
法
第
九
十
一
条
の
二
第
一
項
及
び
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
特
別
徴
収
金
」
に
改
め
る
。 

 

第
六
条
を
削
る
。 

 

第
七
条
中
「
当
て
る
」
を
「
充
て
る
」
に
改
め
、
同
条
を
第
六
条
と
す
る
。 

 

第
八
条
第
一
項
中
「
基
き
」
を
「
基
づ
き
」
に
、「
但
し
」
を
「
た
だ
し
」
に
改
め
、
同
条
を
第

七
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

 

（
特
別
徴
収
金
の
徴
収
） 

第
八
条 

県
は
、
国
か
ら
の
補
助
金
の
交
付
を
受
け
て
行
う
事
業
で
あ
つ
て
別
に
知
事
が
指
定
す

る
も
の
の
施
行
に
つ
き
、
当
該
事
業
に
よ
つ
て
利
益
を
受
け
る
者
で
当
該
事
業
の
施
行
に
係
る

地
域
内
の
土
地
に
つ
き
法
第
三
条
に
規
定
す
る
資
格
を
有
す
る
も
の
が
、
当
該
土
地
の
全
部
又

は
一
部
に
つ
い
て
当
該
工
事
の
完
了
に
つ
き
法
第
百
十
三
条
の
三
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
公
告

が
あ
つ
た
日
（
そ
の
公
告
に
お
い
て
工
事
完
了
の
日
が
示
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
示
さ
れ
た
日
。

次
項
に
お
い
て
「
工
事
完
了
公
告
日
」
と
い
う
。
）
の
属
す
る
年
度
の
翌
年
度
（
そ
の
年
度
が

到
来
す
る
前
の
年
度
を
知
事
が
指
定
し
た
と
き
は
、
そ
の
指
定
し
た
年
度
）
の
初
日
か
ら
起
算

し
て
八
年
を
経
過
し
な
い
間
に
農
地
以
外
へ
の
転
用
を
行
つ
た
場
合
又
は
当
該
事
業
に
よ
り
畑

と
し
て
区
画
形
質
が
変
更
さ
れ
、
若
し
く
は
造
成
さ
れ
た
農
地
に
つ
い
て
の
開
田
を
行
つ
た
場

合
に
は
、
そ
の
者
か
ら
、
当
該
事
業
に
つ
い
て
国
か
ら
交
付
さ
れ
た
補
助
金
の
額
及
び
県
が
負

担
し
た
額
を
そ
の
者
が
法
第
三
条
に
規
定
す
る
資
格
を
有
し
て
い
る
当
該
地
域
内
の
土
地
の
面

積
に
割
り
振
つ
て
得
ら
れ
る
額
の
範
囲
内
で
、
当
該
転
用
又
は
開
田
に
係
る
土
地
の
面
積
に
応

じ
た
額
（
農
地
の
農
地
以
外
へ
の
転
用
が
行
わ
れ
た
場
合
に
お
い
て
当
該
転
用
に
伴
い
遊
休
化

し
た
施
設
を
目
的
外
用
途
に
活
用
し
た
こ
と
に
よ
り
生
じ
た
収
入
が
あ
つ
た
と
き
は
、
当
該
収

入
額
の
う
ち
当
該
転
用
に
係
る
土
地
に
係
る
も
の
を
差
し
引
い
た
額
）
に
相
当
す
る
額
の
特
別

徴
収
金
を
徴
収
す
る
。 

２ 

県
は
、
法
第
八
十
七
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
県
営
土
地
改
良
事
業
（
以
下
こ
の
項



に
お
い
て
「
機
構
関
連
事
業
」
と
い
う
。
）
の
施
行
に
つ
き
、
法
第
九
十
一
条
の
二
第
六
項
各

号
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
者
が
、
法
第
八
十
七
条
の
三
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
八
十

七
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
当
該
機
構
関
連
事
業
の
計
画
を
定
め
た
旨
の
公
告
が
あ
つ
た
日
か

ら
、
当
該
機
構
関
連
事
業
の
工
事
完
了
公
告
日
の
属
す
る
年
度
の
翌
年
度
（
そ
の
年
度
が
到
来

す
る
前
の
年
度
を
知
事
が
指
定
し
た
と
き
は
、
そ
の
指
定
し
た
年
度
）
の
初
日
か
ら
起
算
し
て

八
年
を
経
過
し
な
い
間
に
法
第
九
十
一
条
の
二
第
六
項
各
号
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
そ
れ

ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
場
合
に
該
当
す
る
行
為
が
あ
つ
た
と
き
に
は
、
そ
の
者
か
ら
、
当
該

機
構
関
連
事
業
に
つ
い
て
国
か
ら
交
付
さ
れ
た
補
助
金
の
額
及
び
県
が
負
担
し
た
額
を
当
該
行

為
に
係
る
土
地
の
面
積
に
応
じ
て
割
り
振
つ
て
得
ら
れ
た
額
（
当
該
行
為
に
よ
り
遊
休
化
し
た

施
設
を
目
的
外
用
途
に
活
用
し
た
こ
と
に
よ
り
生
じ
た
収
入
が
あ
つ
た
と
き
は
、
当
該
収
入
金

額
の
う
ち
当
該
行
為
に
係
る
土
地
に
係
る
も
の
を
差
し
引
い
た
額
）
に
相
当
す
る
額
の
特
別
徴

収
金
を
徴
収
す
る
。 

３ 

知
事
は
、
前
二
項
の
特
別
徴
収
金
（
以
下
こ
の
項
か
ら
第
五
項
ま
で
に
お
い
て
「
特
別
徴
収

金
」
と
い
う
。
）
を
徴
収
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
特
別
徴
収
金
の
徴
収
を
受
け
る
者
に

特
別
徴
収
金
の
額
そ
の
他
当
該
特
別
徴
収
金
の
徴
収
に
関
し
必
要
な
事
項
を
通
知
す
る
も
の
と

す
る
。 

４ 

知
事
は
、
第
一
項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
転
用
に
係
る
面
積
が
知
事
の
指
定
す
る
面
積

を
超
え
な
い
と
き
そ
の
他
知
事
が
特
に
納
付
の
必
要
が
な
い
も
の
と
し
て
承
認
し
た
場
合
は
、

特
別
徴
収
金
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

５ 

特
別
徴
収
金
は
、
一
時
に
全
額
を
徴
収
す
る
も
の
と
す
る
。 

６ 

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
特
別
徴
収
金
の
徴
収
に
つ
い
て
は
第
二
条
第
二
項
、
第
六
条
及
び
第

七
条
の
規
定
を
、
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
特
別
徴
収
金
の
徴
収
に
つ
い
て
は
第
六
条
及
び
第
七

条
の
規
定
を
準
用
す
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

  


